
源

氏

大

鏡

の

叙

述

方

法

_
I
-
　
市
木
巻
の
梗
概
化
を
中
心
に
こ
1

質

I
t
　
<
F
い
托
*
"
.
言
m
v
r
-
i
i
n

ト
・
㍉
　
・
-
.
.
,
蝣
'
-
-
'
'
.
I
-
-
'
-
-
'
"
:
・
'
!
-
い
　
　
一
一

コ

∴

　

　

　

　

　

　

一

∴

　

　

　

^

-

'

'

‥

-

'

-

:

-

-

t

∵

、

(

て
、
次
の
様
な
昂
を
述
べ
た
。

現
在
ま
で
私
の
調
査
し
得
た
,
「
洞
氏
大
鏡
」
「
三
帖
源
氏
」
「
浅
間
抄
」

i

.

 

-

-

.

J

 

r

・

　

,

 

'

,

∵

　

　

」

概
雲
的
二
十
部
は
'
共
通
的
特
質
と
し
て

A
,
最
初
に
「
頂
氏
物
語
の
お
こ
り
」
乃
至
そ
れ
に
賛
す
る
'
紫
式
部
の
預

∴
'
-
'
.
'
.
'
-
)
-
*
-
'
(
"
.
-
'
.
・
　
勺
、

B
,
桐
茸
よ
り
夢
の
浮
橋
に
至
る
諸
巻
の
梗
概
を
、
巻
中
の
和
歌
を
網
羅

し
,
引
歌
・
故
事
・
語
釈
を
加
韓
し
て
缶
す
る
o

l

l

i

'

*

-

　

'

-

*

‥

　

　

‥

∵

n
す
る
と
、
ほ
ば
四
類
に
大
別
出
采
る
.
こ
れ
ら
四
類
を
'
私
は
<
源
氏
犬
釘

の
類
>
と
呼
ん
で
,
<
源
氏
小
鏡
の
類
∨
そ
の
他
の
梗
概
膏
と
区
別
し
た
い
o

此
等
四
類
中
,
竺
三
・
一
着
頬
は
'
各
桁
に
所
属
す
る
諸
本
別
に
性
柘
が

・
.
一
ト
・
・
・
・
一
.
;
I
・
・
∴
r
¥
:
~
i
蝣
-
・
-
ト
v
J

∵
↑
い
・
‥
、
-
'

.
'
蝣
蝣
O

と
,
こ
の
中
で
第
一
窮
本
の
形
態
が
'
第
二
二
二
班
よ
り
早
く
成
立
し
た
と
考

・
C
.
.
.
'
蝣
・
・
'
蝣
'
.
:
'
蝣
「
,
、
-
-
・
'
蝣
_
'
!
・
'
"
・
-
>
∵
'
:
.
蝣
蝣
'
!

∴
二
-
・
-
.
r
∴
∴

鏡
の
類
>
を
も
参
考
に
し
て
、
比
等
を
蛮
成
約
に
耽
捨
し
て
成
っ
た
の
が
校
平

文
拓
本
と
考
へ
ら
れ
る
。
比
の
抑
圧
が
正
し
け
れ
ば
校
平
文
随
本
の
欝
本
の

望
旨
は
「
享
徳
二
年
」
の
望
第
あ
る
か
ら
へ
そ
の
材
料
の
一
つ
と
な
っ
た

*
*
サ
・
-
サ
-
・
‥
∴
・
:
柿
.
-
.
7
r
i
∴
・
い
、
v
-
1
*
'
-
・
-
-
-
:
-
∵
‥
.
I
:

二
年
(
一
四
五
三
)
以
前
に
成
立
し
て
ゐ
た
事
と
な
る
。
以
上
の
如
き
点
を
前

橋
で
述
べ
た
.

ハ
T
.
-
-
'
*
-
サ
'
'
・
・
.
.
に
・
∴
'
.
'
¥
'
'
・

っ
て
,
或
時
は
部
分
的
に
引
用
す
る
所
が
あ
り
へ
こ
れ
ら
か
ら
足
利
時
代
乃
至

.
(
'
*
-
∵
^
'
z
i
z
a
∵
-
.
;
7
.
v
-
.
-
:
蝣
'
・
?
蝣
蝣
・
!
∵
、
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梗
概
化
す
る
に
当
っ
て
、
源
氏
物
語
中
の
和
歌
に
中
心
が
置
か
れ
た
事
は
、
或

る
程
度
ま
で
予
憩
さ
れ
る
が
'
そ
の
他
に
,
物
語
の
ど
の
様
な
点
に
決
い
野
心

を
持
っ
て
梗
欄
を
憎
め
て
ゐ
る
か
'
と
云
ふ
蔀
を
検
討
す
れ
ば
,
中
性
に
於
け

*
¥
'
-
∴
∴
∴
∴
∵
・

二
'
<
源
氏
大
鏡
の
類
∨
第
一
類
本
相
違
巻
末
・
帯
木
冒
頭

の
関
係
及
び
帯
木
巻
の
本
文

前
稿
で
述
べ
た
様
に
へ
∧
源
氏
大
鏡
の
類
∨
第
一
類
本
桐
葱
巻
は
梗
磁
化
に

当
っ
て
'
多
少
の
記
事
順
序
の
改
変
は
あ
る
が
'
最
も
特
徴
的
な
の
は
,
桐
意

巻
の
栢
概
を
'
光
源
氏
の
元
眼
,
奏
上
と
の
結
婚
の
所
で
り
に
し
て
居
る
点

で
あ
る
。
聖
子
れ
ば
、
光
源
氏
の
一
生
に
と
っ
て
最
も
環
顎
な
事
件
で
あ
る

・
∴
∴
*
・
-
.
蝣
'

,
:
'
j
'
'
*
'
'
-
*
-
・
・
.
、

盛
の
崇
姓
や
入
内
の
整
柑
な
ど
に
も
全
-
ふ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
梗
概

を
組
め
る
上
に
'
式
大
な
手
落
ち
と
申
さ
ね
ほ
な
ら
ぬ
。
こ
の
理
由
は
,
恐
ら

く
へ
桐
翌
芸
輿
即
由
係
の
記
述
の
部
分
に
和
歌
が
全
-
な
い
封
に
起
因
す
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
<
源
氏
大
鏡
の
類
V
は
巻
中
の
歌
は
す
べ
て
銅
だ
し
,
そ

の
歌
の
詠
ま
れ
る
場
面
・
事
情
を
瑠
り
な
が
ら
梗
概
を
記
す
る
体
裁
を
耽
る
。

だ
か
ら
'
和
歌
を
含
ま
ぬ
塗
完
係
の
部
分
は
,
略
し
て
も
よ
い
,
と
云
ふ
享

に
な
っ
た
の
だ
と
云
ふ
の
が
一
つ
の
説
明
で
あ
る
。

だ
が
'
一
方
'
摘
要
芸
中
で
全
-
歌
を
含
ま
ね
源
氏
と
高
㌍
の
和
人
と
の

場
は
'
細
か
に
梗
概
*
J
記
し
て
ゐ
る
。
こ
の
部
分
は
、
光
源
氏
の
将
来
の
身
分

を
軍
事
る
長
絵
的
構
憩
の
骨
子
を
な
す
部
分
で
あ
る
O
と
す
る
と
,
歌
を
含

ま
ぬ
部
分
で
も
'
梗
概
作
成
者
は
,
自
己
の
判
断
で
必
要
と
認
め
た
部
分
は
此

を
振
り
上
げ
て
ゐ
る
事
に
な
る
。

で
は
'
堅
R
.
関
係
の
記
事
を
全
-
耽
り
上
げ
な
か
っ
た
の
は
,
梗
概
作
成
者

▲
'

の
云
は
ば
近
視
眼
的
な
視
野
の
狭
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
o
更
に
は
、
中

世
の
読
者
は
'
堕
宗
件
が
長
荒
的
構
造
の
中
で
果
す
退
嬰
な
役
割
を
,
今
日

∴
∴
'
,
'

で
あ
ら
う
か
。

必
ず
し
も
此
の
桜
に
考
へ
る
事
は
出
来
な
い
。
<
源
氏
物
語
の
類
∨
第
二
狭

小
、
(
-
-
"
:
∵
‥
「
∴
・
蝣
,
・
i
.
・
_
.
,
'
'

.
-
!
.
!
'

終
っ
た
後
に
'
「
又
へ
此
巻
に
埠
-
日
の
宮
と
申
し
奉
る
は
」
云
々
と
し
て
,

誉
T
i
'
'
・
-
.
V
・
∴

一
-
-
I
"
*
!
-
*

と
思
は
れ
る
証
が
あ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
1
竺
類
本
の
形
態
が
,
第
二
類

本
よ
り
古
-
成
立
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
望
既
に
前
稿
に
述
べ
た
通
り
で
あ
っ

L
・
ヽ

梗
磁
化
と
し
て
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
事
を
知
っ
て
居
た
は
ず
で
あ
る
.
故

に
へ
中
世
の
試
竺
投
が
'
置
琵
関
係
の
記
事
の
楕
慰
的
亘
頃
性
に
盲
目
で
あ

っ
た
と
見
る
W
r
は
'
栢
諭
に
過
ぎ
る
。

こ
こ
は
、
矢
張
り
梗
概
作
成
者
の
投
稿
的
な
面
の
み
に
関
係
す
る
と
見
る
べ

き
で
あ
る
O
即
ち
、
蕗
転
関
係
の
記
事
を
相
違
巻
に
,
述
べ
る
よ
り
は
,
帯
木
冒

頭
の
'
雨
夜
の
品
軍
の
前
に
、
「
し
の
ぶ
の
み
だ
れ
や
」
と
あ
る
引
歌
の
部
分

'
'
*
'
'
'
-
¥
・
'
-
.
蝣
-
'
'
*
.
‥
サ
-
-
-
・
・
-
I
蝣
'
'
'
'
.
'
I

t
'
v
I
・
∴

た
い
。
第
一
松
本
苗
木
冒
頭
は
次
の
桜
に
な
っ
て
ゐ
る
o

源
氏
此
巻
に
中
将
と
田
ゆ
。
御
ま
ま
母
に
蔽
壷
の
粒
-
日
の
宮
と
申
す
は
、

先
帝
の
女
四
の
宮
に
て
お
は
し
ま
す
を
,
桐
豆
の
更
衣
の
か
た
ち
に
似
給
へ

る
故
へ
御
門
へ
召
し
あ
り
光
源
氏
と
同
じ
や
-
に
時
め
き
給
へ
は
,
世
の
入

梅
-
日
の
官
と
申
し
け
る
。
其
脚
か
た
ち
を
の
み
源
氏
は
野
心
に
し
め
て
お

-55　-



ば
し
め
し
て
,
大
殿
の
御
そ
ひ
ふ
し
の
姫
君
を
ば
御
心
に
と
ど
め
給
は
ず
。

し
の
ぶ
の
み
だ
れ
や
と
、
引
歌
へ
春
日
野
の
若
紫
の
す
り
衣
し
の
ぶ
の
み
だ

れ
限
り
知
ら
れ
ず
と
云
ふ
歌
の
心
也
。

1
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∴
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蝣

'

。

　

∴

・

蝣

蝣

蝣

/

蝣

蝣

.

 

"

.

 

'

,

蝣

・

㍉
　
　
　
　
　
　
　
　
川
,
I
I
・
ふ
、
t
l
j
I
-
ト
、
　
　
二
‥
い

-.「口S)

こ
こ
に
見
ら
れ
る
椋
に
,
森
屋
関
係
の
記
事
を
こ
こ
で
按
は
ぬ
限
り
へ
　
「
し
の

ぶ
の
み
だ
れ
や
」
の
引
歌
説
明
が
全
-
笛
に
浮
い
た
形
と
な
る
.
か
と
云
っ
て

綱
要
習
未
に
蔭
琵
関
係
の
記
事
を
'
物
語
本
文
に
従
っ
て
記
敬
し
た
の
で
は
'

再
度
そ
れ
を
苗
木
冒
頭
に
繰
返
す
の
が
'
梗
概
と
し
て
は
極
め
て
煩
雑
な
形
式

L
・
・
∴
J
　
　
　
　
　
　
　
∴
・
∵
∵
・
・
㌧
 
-
-
T
 
s
t
 
~
~
.
 
'
'
,

で
は
省
略
す
る
と
云
ふ
断
を
一
1
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
物
語
中
の
全
和
歌
を

網
羅
す
る
に
琴
芝
ず
、
引
琴
故
事
の
説
明
を
も
可
及
的
に
加
へ
よ
う
と
す

る
梗
概
作
成
者
の
基
本
態
定
か
ら
見
て
も
、
こ
の
処
記
は
当
然
と
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
(
こ
こ
で
,
こ
の
分
割
の
方
法
と
'
梗
概
宙
が
依
挺
す
る
源
氏

テ
キ
ス
ト
が
,
別
本
市
紙
の
す
す
れ
ら
し
い
事
'
及
び
、
定
家
の
興
人
に
見
え
る

「
軽
く
日
の
宮
」
の
巻
を
組
合
は
せ
て
'
種
々
の
適
像
を
行
ふ
覇
も
出
来
る

が
,
恐
ら
く
は
-
が
ち
過
ぎ
で
あ
ら
う
L
へ
資
料
不
足
の
感
が
あ
る
)

誘
木
巻
の
琶
概
化
は
,
先
に
引
い
た
例
に
続
い
て
次
の
様
に
書
き
始
め
ら
れ

る
。
「
つ
れ
づ
れ
と
ふ
り
く
ら
し
瑚
引
よ
ひ
の
雨
に
殿
上
に
も
お
さ
お
さ
人
す

く
な
也
」
(
一
一
一
六
5
-
<
源
氏
大
鏡
の
摂
∨
拐
一
班
本
本
文
中
、
源
氏
テ
キ
ス
ト

・

　

　

　

・

-

-

蝣

*

-

.

.

'

・

'

・

'

∵

成
に
よ
っ
て
示
し
た
。
傍
縦
部
は
源
氏
諸
本
と
異
る
異
文
の
部
分
で
あ
る
)
.

梗
概
の
進
展
は
必
ず
し
も
原
文
の
隅
に
な
ら
ぬ
事
は
桐
誓
写
同
様
で
あ
っ

て
,
例
へ
は
こ
の
「
つ
れ
づ
れ
と
」
の
行
文
の
後
へ
頭
中
将
の
説
明
を
習
-
0

而
し
て
「
世
に
す
き
が
ま
し
き
あ
た
人
な
り
」
(
三
六
-
・
河
内
本
)
の
様

に
、
引
用
文
が
河
内
本
に
一
致
す
る
所
が
多
い
o
こ
〕
~
部
分
へ
背
表
紙
本
系
統

で
は
「
世
に
」
の
二
号
が
な
い
。
「
て
ん
な
が
に
は
し
り
ひ
き
(
四
七
?

河
内
本
、
別
本
系
の
陽
明
家
本
)
の
様
に
,
河
内
本
・
別
本
と
共
通
異
文
を
持

丸
'
~
暗
闘
Q
.
む
　
眼
に
見
え

つ
場
合
も
あ
る
。

①
　
"
　
　
_
㊨

ぬ
蓬
罪
の
山

ヨ
H
 
K
t
V
一
本

「
か
ら
く
に
」

m
s
m
翫
~

さ
け
だ
も
の

荒
海
の

い
か
れ
る
い
を

-

蝣

'

.

j

t

鬼
の
猷
な
ど
は

こ
の
例
は
,
①
は
四
七
1
,
こ
の
次
を
略
し
て
◎
「
人
の
見
及
ば
ね
芸
菜
の

山
」
(
四
七
6
)
へ
続
け
へ
㊥
「
か
ら
国
の
は
げ
し
き
け
だ
も
の
の
か
た
ち
」

L
E
l
七
7
)
・
④
(
四
七
6
)
・
㊥
「
限
に
見
え
ぬ
鬼
の
国
な
ど
」
(
四
七
7
)
の

様
に
,
語
順
を
狂
は
し
て
綴
っ
た
例
で
あ
る
O
　
㊥
の
「
眼
に
見
え
ぬ
」
の
語

は
・
源
氏
テ
キ
ス
・
1
⑤
「
眼
に
見
え
ぬ
鬼
の
掬
な
ど
」
の
部
分
か
ら
転
用
し
た

と
す
れ
ば
,
ま
こ
と
に
析
祁
な
手
1
-
-
環
で
原
文
を
引
用
し
た
事
と
な
る
.
源
氏
物

∵
.
.
詛
-
-
-
,
.
^
/
∴
‥
・
:
I
 
・
・
・
　
〕
　
　
∴
、
　
　
中

ら
な
い
が
,
或
は
、
中
世
に
斯
る
本
文
を
持
つ
別
本
系
の
本
が
存
在
し
て
ゐ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
桐
琵
巻
は
や
や
別
本
系
統
に
近
か
っ
た
し
、
苦
竪
胃
は

・
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
　
　
　
　
∴
r
蝣
-
・
・
蝣
'
'
-
.
#
∴
.
・
:

氏
テ
キ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
忍
ば
れ
る
例
も
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
'

講
木
巻
で
も
、
源
氏
物
語
大
成
所
収
の
三
系
統
本
と
異
ス
海
氏
本
文
が
使
は
れ

た
と
予
想
す
る
事
は
'
可
問
で
あ
る
。

こ
の
様
な
目
で
見
る
な
ら
ば
,
柿
木
巻
の
語
注
を
含
む
部
分
の
中
に
も
'
第

千
,
別
木
系
統
本
に
よ
る
引
用
か
と
思
は
れ
る
ふ
L
が
あ
る
。
諸
本
に
よ
っ
て

割
誓
す
る
も
の
と
、
本
行
に
書
-
も
の
と
が
あ
る
が
'
「
わ
ろ
き
方
へ
出
で
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給
は
ぬ
事
、
御
物
忌
と
い
ふ
」
の
如
き
注
記
は
'
当
然
へ
源
氏
本
文
中
の
語
に

つ
い
て
の
注
記
と
見
な
さ
れ
'
苗
木
巻
で
は
「
お
さ
お
さ
」
・
(
一
二
五
1
 
0
)
　
「
み

さ
を
に
も
て
つ
け
て
」
　
へ
四
九
6
)
　
「
さ
う
じ
み
」
　
(
五
一
柑
)
へ
　
「
ひ
た
や

ど
も
り
」
　
(
五
一
1
)
　
(
以
t
L
路
)
の
如
く
多
く
の
例
が
見
ら
か
る
。
だ
が

次
の
例
は
い
か
が
で
あ
ら
-
0

と
り
な
ら
べ
て
見
る
時
は
、
ま
こ
と
の
文
字
を
か
き
し
づ
め
た
る
て
は
'
こ

よ
な
く
て
見
ま
さ
り
す
る
も
の
也

の
次
に
「
こ
よ
な
く
と
は
、
こ
ゆ
る
事
な
き
也
O
　
無
越
と
ヨ
た
り
」
と
注
す

る
。
こ
れ
は
原
文
四
八
1
2
に
当
る
部
分
で
'
「
と
り
な
ら
べ
て
見
」
　
「
ま
こ

と
の
」
の
語
句
が
一
致
す
る
だ
け
で
'
原
文
の
更
を
採
っ
て
書
い
た
部
分
に
は

相
異
な
い
が
へ
　
「
こ
よ
な
く
」
の
語
を
わ
ざ
わ
ざ
注
し
て
ゐ
る
所
を
見
る
と
'

依
拠
本
文
に
は
'
現
存
諸
本
に
見
え
ぬ
「
こ
よ
な
く
」
の
語
が
あ
っ
た
も
の
と

見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

此
r
-
蝣
-
-
o
托
記
に
'
品
小
'
r
f
¥
:
I
等
J
t
を
^
S
i
-
.
0
㍍
に
考
思
し
っ
土
.
'
l
j
l
>
た
1
、
^
'
J

で
あ
る
ら
し
い
響
　
「
右
鴇
の
琴
物
叫
定
め
の
博
士
に
な
り
て
、
ひ
1
ら
き

居
た
り
」
　
(
四
六
日
)
の
所
に
「
又
ひ
ゝ
ち
ゐ
た
り
と
有
本
も
あ
り
。
何
様
さ

え
づ
り
た
る
駄
也
」
と
注
す
る
o
即
ち
引
E
本
文
は
育
表
紙
本
へ
　
「
ひ
1
ち
ゐ

た
り
」
と
あ
る
の
は
河
内
本
系
統
で
あ
る
(
こ
れ
ら
の
例
は
餌
'
次
節
で
も
随

時
ふ
れ
る
所
が
あ
る
。
)

以
上
の
諸
点
を
併
せ
考
へ
る
に
'
帯
木
巻
梗
概
化
に
際
し
て
使
は
れ
た
の
は

矢
張
り
別
本
系
統
本
で
あ
っ
た
と
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
ば
、
別

小

<

-

 

"

"

・

:

;

.

-

-

・

蝣

'

-

　

　

小

　

　

　

　

ト

、

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

」

の
諸
本
を
総
括
す
る
名
称
だ
か
ら
で
あ
る
。

l
J
J
t
・
-
　
　
　
　
　
　
∴
1
'
'
.
'
.
ト
∵

▲
葛

挿
木
巻
の
梗
概
化
を
ヘ
ビ
の
様
な
形
で
行
っ
て
ゐ
る
の
か
の
,
目
安
の
三

と
し
て
'
日
本
古
血
ハ
全
書
本
の
見
出
し
'
同
巻
の
二
十
五
節
と
対
比
し
な
が

ら
へ
　
こ
れ
を
示
し
て
見
よ
-
o
　
日
本
古
典
全
書
木
を
比
較
の
基
準
に
し
た
の

は
'
同
書
が
類
本
中
で
最
も
細
か
く
宣
段
を
分
け
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
古
典
全
書
〔
一
〕
「
源
氏
の
密
事
に
つ
い
て
の
作
者
の
評
」
　
(
三
五
-
こ

∴
J
・
'
I
-
　
,
,
∵
、
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
六
・

I
.
/
ノ
(
八
∵
∵
'
'
"
"
*
・
.
'
.
I
'
.
'
.
'
　
　
　
・
蝣
・
-
.
 
-
I
∴

な
い
。
そ
の
代
り
に
摘
要
菅
に
於
け
る
些
一
定
の
記
学
で
嬰
約
し
て
冒
頭
に
配
し

て
ゐ
る
事
へ
前
節
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。

〔
二
〕
　
「
源
氏
平
凡
な
る
婦
人
関
係
を
好
ま
ず
」
　
(
三
五
)
　
の
部
分
は
、

「
し
の
ぶ
の
み
だ
れ
や
」
の
引
歌
を
以
て
当
該
部
分
を
代
表
さ
せ
て
ゐ
る
事
も

先
に
述
べ
た
。
こ
の
外
へ
こ
の
部
の
冒
頭
「
ま
だ
中
将
な
ど
に
も
の
し
拾
ひ
し

時
は
」
の
部
分
を
以
て
'
<
大
鏡
V
は
請
木
冒
頭
に
「
源
氏
此
巻
に
中
将
と
閏

ゆ
」
な
ど
の
説
明
を
加
へ
る
。

〔
三
〕
「
頭
中
将
へ
源
氏
と
は
ぶ
」
　
(
三
五
二
二
六
)
は
、
ほ
ぼ
そ
の
要
点
を

耽
っ
て
書
く
が
'
〔
E
I
U
「
頭
中
将
へ
源
氏
の
椙
荘
所
を
訪
れ
,
女
よ
り
の
手

紙
を
見
る
」
　
(
三
六
二
二
七
)
の
部
分
は
'
殆
ど
ふ
れ
ら
れ
な
い
o
こ
れ
は
全

体
の
筋
に
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
云
へ
ば
云
へ
よ
う
0

∩
五
∪
　
「
頭
中
将
の
女
性
論
」
　
(
三
七
-
三
九
)
は
雨
夜
の
品
定
め
の
序
論
め

い
た
部
分
で
あ
る
が
'
<
大
鏡
V
は
「
此
中
将
と
左
の
馬
の
頭
と
最
の
式
部
の

ぜ
う
と
以
上
三
人
参
り
て
世
の
中
の
女
の
よ
き
あ
し
き
ふ
る
ま
ひ
を
、
か
み
な

か
し
も
一
二
品
に
分
ち
て
定
め
宰
ひ
し
を
両
夜
の
品
定
め
と
は
云
ふ
也
o
又
'
講

木
の
夜
の
言
霊
と
も
い
へ
り
」
と
叙
べ
て
終
っ
て
ゐ
る
〇

五
　
　
　
　
・
・
.
.
」
.
 
'
　
'
-
-
・
'
-
・
ソ
」
・
㌧
1
:

く
き
串
多
か
り
」
　
(
三
九
2
傍
株
へ
滑
氏
本
文
に
異
文
)
な
ど
と
引
用
す
る
点

57



か
ら
わ
か
る
様
に
,
〔
五
U
の
後
半
に
重
点
を
置
い
た
梗
概
化
で
あ
る
o

i

.
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i

;
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∴

・
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-

I

)

・

　

∴

′

、

‥

・

'

'

7

の
「
要
た
る
べ
き
女
の
資
杵
を
説
く
」
辺
。
(
四
二
・
四
三
)
へ
又
〔
九
U
の
鳥

頭
が
契
直
な
女
を
誓
掌
る
抽
象
的
論
議
(
四
四
-
四
六
)
に
か
け
て
は
、
煩

を
綴
っ
て
か
,
き
は
め
て
か
い
な
で
の
素
通
り
で
、
「
た
と
へ
た
る
も
の
三
あ

り
」
と
し
て
「
木
の
遺
」
「
絵
」
「
て
を
か
く
人
」
の
部
分
の
比
倫
の
み
を
、

原
文
を
可
成
詳
細
に
引
い
て
述
べ
る
。
こ
の
詳
細
な
部
分
と
は
〔
t
L
O
U
「
馬

頭
,
諸
芸
に
托
し
て
誠
実
の
意
味
を
説
く
(
四
七
・
四
<
)
の
部
分
で
あ
っ

て
こ
の
事
か
ら
・
梗
概
化
が
'
別
物
的
な
理
解
し
易
い
所
を
主
と
し
て
ゐ
る
も
の

か
と
一
見
考
へ
ら
れ
る
.
(
実
は
後
、
山
の
如
く
こ
こ
で
略
さ
れ
た
か
に
見
え

∴

　

　

・

・

'

　

　

　

!

.

,

.

;

<

　

-

:

:

蝣

.

¥

.

,

・

だ
が
)
こ
の
傾
向
が
一
頃
具
体
的
に
示
さ
れ
る
の
は
'
こ
の
「
木
の
遺
」
以
下

三
つ
の
た
と
へ
に
続
い
て
'
「
そ
の
始
め
の
事
、
我
々
が
見
し
女
ど
も
の
よ
し

あ
し
の
ふ
る
ま
ひ
を
申
し
出
し
て
源
氏
に
開
か
せ
申
し
た
り
。
此
師
匠
の
物

顎
三
人
し
て
四
つ
申
し
た
り
」
と
節
を
分
つ
<
大
鏡
V
の
公
法
か
ら
も
う
か

が
へ
る
。

〔
≡
r
馬
誠
の
桁
験
試
-
指
暁
の
女
の
話
」
(
四
八
-
五
三
)
で
は
'
罷
頭
と

女
と
の
蝉
等
の
外
に
、
「
つ
な
び
き
て
」
「
ひ
た
や
ど
も
り
」
な
ど
の
引
歌
な

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

ど
を
あ
げ
る
。
本
文
上
で
は
「
ふ
す
べ
か
け
て
」
　
(
五
一
9
)
な
ど
河
内
本
・

蝣

'

・

-

'

.

蝣

'

'

'

'

・

'

蝣

　

-

*

'

-

.

-

蝣

-

・

'

.

 

'

.

,

'

-

.

 

"

"

"

'

　

　

-

'

-

'

枯
の
女
の
詣
」
の
所
(
五
三
-
五
五
)
も
具
体
的
に
要
約
し
て
ゐ
る
。
本
文
上

で
は
「
手
つ
き
口
つ
き
」
　
(
五
三
4
)
の
河
内
本
諸
本
に
な
い
青
s
紙
本
又
は

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

、

"

・

蝣

:

　

蝣

蝣

!

,

-

I

の
歌
の
部
分
で
は
第
二
句
「
菊
も
え
な
ら
3
J
　
(
五
四
9
)
と
し
て
河
内
本
に

近
い
本
文
を
示
す
。
次
の
談
の
下
旬
「
こ
と
の
は
も
な
し
と
」
は
、
河
内
本
の

類
だ
が
、
別
木
釆
陽
明
家
本
に
一
撃
虹
い
か
と
思
は
れ
る
O
弘
安
源
氏
読
売
な

ど
に
も
引
か
れ
'
中
世
に
は
極
め
て
も
て
は
や
さ
れ
た
ら
し
い
部
分
で

二
㌧
.
　
　
　
言
　
　
　
∴
i
-
i
-
.
V
蝣
　
.
'
-
-
'
:
'
蝣

ら
れ
な
ど
や
-
に
(
五
五
7
)

ヽ

ヽ

　

　

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
<
大
鏡
>
の
句
は
'
「
消
え
な
ん
と
す
る
」
「
な
ど
や
う
の
」
の
部
分
で
河

内
本
に
一
致
し
'
別
本
市
銃
も
部
分
的
に
共
通
異
文
を
持
つ
。

こ
の
木
椙
の
女
の
話
の
終
っ
た
所
、
<
大
鏡
V
は
「
源
氏
も
か
た
ゑ
み
て
さ

る
事
と
は
お
ば
す
べ
し
」
　
(
五
五
1
 
1
)
と
誓
-
o
こ
れ
は
ほ
ぼ
洞
氏
本
文
の
悪

述
順
に
従
ふ
も
の
だ
が
'
こ
れ
に
続
く
「
頂
の
中
将
は
ま
し
て
い
み
じ
く
信
じ

て
,
つ
ら
づ
ゑ
を
つ
き
て
向
ひ
た
る
さ
ま
へ
法
の
師
の
世
の
こ
と
わ
り
と
き
琵

日

.

-

"

"

-

'

-

>

・

'

　

蝣

.

.

'

　

-

"

'

∵

　

　

　

　

㍉

.

の
部
分
を
引
い
て
こ
こ
に
は
め
こ
ん
だ
も
の
で
'
梗
侶
作
成
者
の
芸
の
細
か
い

・

_

*

ー

÷

-

 

・

　

　

　

　

　

　

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

＼

　

,

-

t

　

-

・

　

J

-

.

・

　

　

　

　

　

‥

　

　

'

'

*

1

-

頭
の
談
論
の
前
半
部
分
か
ら
'
一
文
を
生
か
し
て
、
馬
頭
の
体
旅
談
の
米
持
に

附
け
加
へ
た
恰
好
に
な
っ
て
ゐ
る
.
甑
例
は
次
に
も
見
え
る
.

(

]

蝣

:

　

¥

-

 

-

:

.

 

'

・

'

.

.

!

　

∵

I

蝣

-

-

-

"

-

-

∴

:
　
・
・
・
.
 
・
.
・
]
・
T
・
・
・
・
.
・
:
'
・
'
・
・
・
.
・
.
.
'
'
・
・
・
.
'
・
:
・
・
.
'
.
・

へ
も
ど
っ
て

さ
れ
ば
た
だ
よ
き
女
は
'
ね
た
む
べ
・
か
ら
む
等
を
も
に
く
か
ら
ず
か
す
め
な

し
,
怨
ず
べ
き
ふ
し
を
も
見
し
れ
る
さ
ま
に
ほ
の
め
か
し
'
そ
れ
に
こ
付
て
心

ざ
L
も
ま
さ
り
'
又
へ
男
の
心
も
見
る
女
か
ら
に
を
さ
ま
り
も
す
べ
し
(
級

略
)
　
(
四
六
-
)

以
下
「
つ
な
が
ぬ
胎
の
-
き
た
る
た
め
し
」
云
々
の
臨
頂
の
名
論
の
結
論
部
分

を
引
き
「
や
さ
し
く
は
あ
れ
ど
'
心
弱
く
て
身
を
軽
く
な
し
た
る
故
、
こ
れ
は

-　58　--



下
の
晶
の
人
と
い
へ
り
」
と
言
班
を
加
へ
る
。
夕
撃
L
J
「
下
の
晶
の
人
」
と
評

す
る
事
は
'
梗
概
作
成
者
が
「
か
み
な
か
し
も
三
晶
に
分
ち
て
定
め
撃
」
ふ
と

云
ふ
雨
夜
の
品
定
の
首
尾
結
構
を
怒
試
し
て
の
串
と
は
云
へ
'
や
や
億
に
過
ぎ

る
O
柁
概
化
を
餌
一
責
と
し
て
、
作
中
人
物
へ
の
共
感
は
二
の
次
に
し
た
既
望

享
受
の
態
度
と
申
す
べ
き
だ
ら
う
。
同
時
に
又
'
梗
概
作
成
者
は
'
夕
班
が
突

然
行
方
を
く
ら
ま
し
て
し
ま
っ
た
事
実
が
'
〔
九
〕
の
馬
頭
の
云
ふ
「
人
の
心

を
見
知
ら
ぬ
や
う
に
逃
げ
隠
れ
て
人
を
惑
」
す
'
馬
頭
が
幼
時
女
諺
か
ら
閃
い

た
物
語
の
女
と
一
筋
通
ず
る
特
徴
の
あ
る
串
を
念
頭
に
置
い
て
の
処
記
と
見
て

よ
か
ら
う
。

続
く
〔
石
∪
「
澱
式
部
の
拝
的
談
」
　
(
五
九
-
六
一
)
は
、
同
節
の
二
百
の

歌
を
あ
げ
へ
具
体
的
に
筋
を
追
ふ
。
∩
一
五
U
の
馬
頭
の
「
女
性
論
を
総
括
」
す

る
所
は
'
又
'
前
の
民
頭
の
諭
〔
入
〕
な
ど
か
ら
引
き
抜
い
て
来
て
'
〔
言
〕

の
部
分
自
体
の
本
文
を
あ
ま
り
忠
災
に
嬰
的
し
な
い
。
即
ち
こ
の
(
T
昌
に
相

㌢
丁
,
C
E
円
r
r
-
 
1
'
<
i
八
c
;
>
は
'

た
も
た
る
る
女
の
た
め
も
心
に
く
か
る
べ
し
(
四
二
s
)
と
あ
れ
ば
か
か
り

あ
ふ
さ
き
る
さ
に
て
'
な
の
め
に
さ
て
も
有
り
ぬ
べ
き
人
の
有
が
た
き
な
り

(
四
一
日
)

と
云
ふ
様
に
∩
八
U
の
各
所
か
ら
文
を
拾
ひ
集
め
た
り
'

か
r
t
は
し
も
に
助
け
ら
れ
へ
　
し
も
は
か
み
に
な
び
き
て
、
串
広
き
に
ゆ
づ
ら

ふ
べ
し
(
四
一
9
)

の
次
に
は
、
〔
九
U
の
「
馬
の
か
み
、
物
の
琵
妙
の
博
士
に
な
り
て
ひ
ゝ
ら
き

居
た
り
」
　
(
四
六
1
2
)
を
続
け
た
り
し
て
'
〔
一
五
U
の
内
容
に
は
殆
ど
ふ
れ

る
研
が
な
い
。

両
夜
の
晶
琵
妙
の
終
っ
た
所
で
一
区
切
を
つ
け
る
段
落
意
識
は
'
梗
概
作
成

者
も
明
確
だ
っ
た
と
見
え
て
、
最
初
を
「
一
、
此
童
に
品
定
め
と
い
う
事
あ

▲
■

白
」
L
J
H
さ
出
し
「
芯
r
j
め
r
J
一
:
z
:
蝣
-
!
c
-
7
」
i
」
で
こ
C
r
_
V
*
-
J
終
:
一
¥
*
-
*
j
t
∩
l
〇

「
源
氏
左
大
臣
邸
に
赴
く
」
節
で
は
'

一
t
か
ら
う
じ
て
.
今
日
は
日
の
け
し
き
も
な
を
り
た
れ
ば
'
大
殿
へ
出
で
給

へ
る
に
(
下
略
)
(
六
三
)

と
区
劃
を
示
し
て
'
「
こ
と
標
記
し
て
ゐ
る
O
〔
1
G
に
つ
い
て
は
こ
れ
だ

け
で
す
ま
し
て
∩
一
書
の
「
中
川
な
る
紀
伊
守
の
宅
に
方
遠
を
」
す
る
所
へ

<
-
K
」
>
?
i
T
-
v
i
'
,
i
i
:

十
る
。

〔
一
書
及
び
〔
l
〇
「
紀
伊
守
'
源
氏
を
欽
持
す
」
る
条
で
は
'
中
川
の
家
の

・
E
抑
蝣
'
.
r
*
.
現
物
を
点
描
し
て
v
r
0
-
-
'
;
l
i
'
-
i
V
J
i
r
5
'
＼
が
、
〔
一
九
〕
「
K
代
'
竹
〔
L
a
'
-
*
蝣
'
和

o
^
r
J
士
を
即
-
」
蝣
r
(
宍
・
芸
)
は
'
蝣
J
l
w
-
7

t
H
r
'
,
'
が
t
v
y
-
代
と
軽
ド
守
j
j
O

詫
J
中
で
t
p
'
_
!
r
小
f
-
Q
∴
㌫
1
4
蝣
|
叫
^
"
i
2
に
し
て
1
j
-
>
く
r
J
l
に
対
し
て
'

<
大
鏡
>
は

紀
伊
守
が
父
伊
予
介
は
国
に
居
た
り
。
今
の
北
の
方
は
'
さ
る
べ
き
公
卿
の

姐
な
る
を
、
試
な
く
世
に
お
と
ろ
へ
て
'
伊
予
介
が
め
に
な
れ
り
。
此
こ
ろ

蝣
蝣
<
p
J
'
蝣
・
'
-
-
I
'
"
'
蝣
'
蝣
*

-
'
-
U
-
-
r
-
i
r
v
*
-
^
に
E
-
'
?
し
人
'
-
-
-
比
v
J
M
‥
代
よ
く
・
L
a
'
1
菩
i
J
;
い
V
?
て
へ
い
孝

介
の
北
の
方
の
ふ
し
た
る
所
へ
忍
び
入
h
給
へ
り

J
J
S
.
止
丁
る
O
∩
一
九
〕
O
E
-
^
-
^
n
S
て
H
'
J
r
r
i
.
/
-
^

・
.
.
.
-
l
i
t
-
>
人
-
!
"
-
蝣
-
'
C
T
'
/
-
;
し
た
式
で

i
f
f
る
.
こ
-
>
T
J
t
F
l
:
代
-
Z
h
;
-
/
蝣
j
「
式
t
a
:
-
i
^
・
-
,
{
-
¥
u
-
u
[
*
-
-
t

^
_
r
-
j
:
:
-
!
-
4
7
W
に
…
黒
し
吾
な

ど
」
を
-
¥
'
Z
た
小
丁
る
な
ど
(
-
;
.
'
」
j
o
*
止
=
I
V
べ
き
条
は
'
蝣
V
1
-
1
^
-
i
-
J
八
日

か
.
^
/
-
-
＼
い
1
.
-
1
-
i
V
J
れ
て
-
,
-
i
る
申
す
ま
;
j
-
.
p
な
い
<
Y
'

.
%
>
が

か
く
て
端
の
方
の
お
ま
L
に
御
殿
罷
り
ぬ
(
六
六
5
)
い
た
づ
ら
ぶ
L
と
お
ば

さ
る
る
に
r
S
I艮
さ
め
て
、
(
六
七
9
)

と
云
ふ
椋
に
、
(
一
〇
未
陸
の
脱
文
と
〔
ニ
O
U
R
頭
部
の
原
文
を
つ
な
ぎ
合
は

せ
て
書
い
て
ゐ
る
の
も
'
〔
一
九
〕
の
場
面
そ
の
も
の
を
あ
ま
り
重
く
見
て
ゐ
な

い
証
で
あ
る
。
唯
へ
先
に
も
例
が
あ
っ
た
様
に
、
こ
こ
で
紹
介
し
な
か
っ
た
小

59



君
の
事
は
、
先
の
部
分
で
'
こ
の
∩
一
九
〕
の
原
文
を
引
き
つ
つ
説
明
す
る
と

云
ふ
常
套
手
段
を
使
っ
て
ゐ
る
。
∩
一
九
〕
で
小
君
を
説
明
し
て
ゐ
な
い
の
だ

か
ら
、
∩
二
〇
U
.
「
牢
B
g
・
、
既
望
に
臥
し
小
君
と
語
る
」
場
は
'
梗
概
化
さ
れ

ず
に
除
外
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

∩
二
一
∪
　
「
頂
氏
空
班
に
忍
び
一
校
を
語
ら
ふ
」
(
六
八
-
七
一
)
、
∩
二
二
〕

「
源
氏
禦
埠
と
和
歌
を
贈
答
し
て
別
る
」
(
七
一
-
七
一
ニ
)
の
二
条
は
'
一
つ
の

や
ま
場
で
あ
る
か
ら
へ
原
文
を
比
へ
相
当
細
か
く
梗
概
化
し
て
い
る
。
勿
論
、

頂
I
S
二
」
>
*
-
E
T
ろ
r
J
　
こ
の
試
分
で
も
'
-
?
-
 
"
-
r
>
心
理
を
%
k
'
y
に
K
S
し
て
'

帯
木
巻
末
屋
近
-
の
最
終
段
∩
二
五
U
か
ら
文
を
信
用
し
て
'
<
大
鏡
V
は

「
過
ぎ
に
し
親
の
影
と
ま
り
た
る
ふ
る
さ
と
な
ら
ば
、
を
か
し
く
も
恩
ふ
べ
き

に
」
　
(
七
七
-
-
)
や
e
:
.
-
し
た
後
へ
'
控
m
C
3
K
T
c
r
C
-
y
さ
>
-
'
」
　
(
七
二

cr.)　品、J-̂
-

(
二
三
〕
　
「
源
氏
左
大
臣
邸
に
帰
り
紀
伊
守
を
召
し
小
君
を
所
望
す
」
る
条

(
七
三
・
七
四
)
で
'
小
君
が
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
る
の
だ
が
'
こ
こ
で
は
先

の
∩
一
九
〕
で
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
場
面
を
復
消
さ
せ
て

此
女
君
の
お
と
ゝ
の
わ
ら
は
ペ
十
二
三
ば
か
り
な
る
が
、
紀
の
守
が
家
に
有

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

し
>
-
'
;
a
^
じ
お
き
て

と
-
;
*
>
'
x
i
弘
へ
r
J
 
p
又
2
v
L
さ
せ
る
‥
紹
1
-
-
'
.
 
-
止
べ
る
。

〔
二
E
l
〕
　
「
1
3
-
」
小
　
言
,
:
・
;
ら
¥
>
:
・
;
,
 
-
i
a
 
"
に
＼
　
‡
」
る
-
T
V
は
三
脚
代
-
2
j
l
冨

「
我
ら
に
伊
予
の
翁
よ
り
は
先
に
見
し
人
な
れ
ど
も
へ
た
の
も
し
け
な
く
、
首

細
L
と
て
'
ふ
つ
つ
か
な
る
後
見
ま
-
け
て
t
　
か
-
あ
な
づ
り
給
ふ
な
り
」

(
七
五
c
c
)
な
ど
ま
で
引
-
O
・
勿
論
「
み
し
夢
を
」
　
(
七
H
2
J
の
歌
は
引
用

し
て
ゐ
る
.
が
'
小
君
が
控
曙
か
ら
た
し
な
め
ら
れ
る
串
な
ど
に
は
ふ
れ
ず
'

「
御
玉
詩
も
申
さ
ず
」
で
す
ま
し
て
ゐ
る
.
総
じ
て
源
氏
と
女
と
の
交
渉
に
ス

V
り
.
ト
が
当
て
ら
れ
t
 
r
t
>
蝣
j
ほ
た
る
小
i
T
-
V
J
r
F
S
　
小
H
j
j
i
T
j
i
r
;
い
個
人
的
:
<
I

渉
に
多
少
で
も
近
い
事
項
は
略
さ
れ
て
ゐ
る
枝
で
あ
る
.

〔
二
五
∪
　
「
源
氏
再
び
中
川
の
家
を
訪
れ
、
空
蝉
に
逢
ほ
ん
と
し
て
黒
さ
」
ぬ

帯
木
巻
最
終
段
は
、
紀
伊
守
が
「
通
水
の
め
い
ぼ
く
と
か
し
こ
ま
り
申
」
す
事

ま
で
ふ
れ
て
詳
細
に
錬
す
る
。
が
、
先
に
も
ふ
れ
た
通
り
へ
空
蝉
の
心
に
悩
み

も
だ
へ
む
描
写
の
骨
子
部
分
が
'
既
に
〔
二
二
∪
∩
二
三
〕
段
に
引
用
さ
れ
て

し
ま
っ
て
ゐ
る
た
め
に
、
当
部
者
の
男
女
二
人
の
心
理
ま
で
は
、
こ
の
段
の
梗

概
に
充
分
に
は
措
か
れ
て
ゐ
な
い
。

八
大
銃
∨
帯
木
巻
は
源
氏
と
空
蝉
と
の
贈
答
歌
で
終
る
わ
け
だ
が
'
次
の
空

E
i
-
:
一
、
は
と
~
ォ
ォ
v
g
?
仲
に
つ
い
て
一
言
丁
る
な
ら
t
 
f
:
-
:
s
:
和
、
<
-
蝣
'
n
V
は

此
女
の
か
く
つ
れ
な
き
を
人
に
か
は
り
て
'
ね
た
-
も
心
に
Y
ゝ
も
思
し
召

す
。
今
一
度
た
ば
か
れ
と
語
ら
ひ
給
ふ
(
以
下
略
)

に
始
ま
る
。
即
ち
'
帯
木
・
空
蝉
の
関
係
は
'
源
氏
原
典
で
は
帯
木
未
と
空
蝉

冒
頭
が
同
夜
の
事
で
あ
り
、
空
蝉
冒
頭
は
、
空
蝉
に
会
へ
な
か
っ
た
源
氏
が
空

し
く
帰
る
赦
述
で
あ
る
o
　
こ
れ
は
∧
大
鏡
V
で
は
全
く
耽
り
あ
げ
て
な
い
.

も
-
一
つ
附
加
す
れ
ば
'
帯
木
巻
に
、
八
大
鎮
V
は
「
こ
の
歌
ど
も
に
よ
り
て

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

巻
を
帯
木
と
名
付
け
、
女
を
も
帯
木
の
君
と
い
ふ
。
歌
以
上
十
四
首
あ
り
」
の

詳
記
が
&
.
-
蝣
'
>
'
-
n
人
公
を
r
.
x
-
.
i
-
j
l
名
前
で
L
H
ん
で
は
ゐ
な
い
　
　
　
し
j
v
;
h
は

れ
る
に
は
'
空
叩
巻
の
終
り
ま
で
行
か
ね
ば
'
そ
の
呼
称
の
由
来
が
ま
だ
な
い

の
だ
か
ら
致
し
方
な
い
が
、
空
蝉
巻
で
は
、
帯
木
巻
末
の
様
な
へ
　
「
こ
の
歌
の

故
に
彼
女
を
R
u
.
蝉
と
呼
ぶ
」
と
云
ふ
類
の
註
記
は
な
い
。
古
系
図
の
顎
へ
多
く

は
空
師
の
尼
の
名
称
を
以
て
呼
ぶ
が
'
「
斉
木
の
君
」
の
呼
称
は
<
大
鏡
V
と

接
触
関
係
を
保
つ
木
の
認
定
に
一
つ
の
指
標
を
与
へ
る
材
料
と
で
き
よ
-
o

但
し
'
第
三
校
本
(
架
蔵
洞
氏
大
鏡
な
ど
)
に
は
「
女
を
も
」
以
下
が
な
い
。

CO



以
上
'
本
稿
に
於
て
は
、
前
稿
で
詳
述
し
得
な
か
っ
た
八
源
氏
大
錠
の
短
V

の
物
語
梗
概
化
の
方
法
・
失
態
が
ど
の
や
-
な
も
の
で
あ
る
か
を
'
帯
木
巻
の

突
堤
に
当
っ
て
枚
討
を
加
へ
た
o
こ
の
結
果
、

一
'
挿
木
巻
に
於
て
も
'
他
の
巻
と
同
様
、
梗
概
化
に
当
っ
て
使
用
し
た
源

氏
テ
キ
ス
ト
は
、
別
本
系
統
の
一
本
で
あ
っ
た
ら
-
と
恩
は
れ
る
。
且
へ
異
本

・
異
文
に
も
注
記
を
払
っ
て
注
記
す
る
一
面
が
見
ら
れ
る
。

二
、
梗
概
化
に
当
っ
て
'
巻
中
の
和
歌
は
す
べ
て
こ
れ
を
網
羅
L
t
引
歌
・

出
典
の
坊
は
'
斑
点
的
に
煩
雑
に
な
ら
ぬ
程
度
に
此
を
加
へ
て
ゐ
る
〇

三
、
梗
概
化
は
源
氏
テ
キ
ス
-
に
生
起
す
る
等
件
の
順
序
を
必
ず
し
も
忠
実

に
追
ふ
串
な
く
へ
便
宜
に
従
っ
て
、
時
に
極
め
て
綿
密
'
或
時
に
は
省
略
に
従

ふ
と
云
ふ
態
度
で
あ
る
。

四
、
梗
概
化
に
当
っ
て
'
原
テ
キ
ス
-
の
辞
句
を
出
来
る
だ
け
生
か
し
て
使

用
し
よ
-
と
す
る
君
図
が
明
花
に
-
か
が
は
れ
る
が
'
原
典
の
辞
句
を
原
典
の

使
用
さ
れ
て
い
る
場
面
の
梗
概
に
利
用
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
'
転
用
出
来
る

他
の
場
面
の
中
に
こ
れ
を
は
め
こ
む
と
云
ふ
'
技
巧
的
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
ゐ

る
.
(
こ
れ
と
似
た
態
良
は
「
夜
半
の
寝
覚
」
と
そ
の
改
作
た
る
中
村
本
と
の

即
に
も
見
ら
れ
る
o
鈴
木
弘
道
氏
「
平
安
末
期
物
語
の
研
究
」
参
肘
)

以
上
の
諸
点
が
指
摘
で
き
る
o
特
に
最
後
の
一
項
は
'
原
典
の
辞
句
の
端
々

ま
で
に
栢
泣
し
'
明
托
な
1
j
:
心
図
と
抱
負
を
以
て
梗
概
を
召
き
進
め
て
ゐ
る
等
を

.
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